
      
  

平 成 3 0 年 1 2 月 6 日 

中 部 地 方 整 備 局 

港 湾 空 港 部 
 

みなとまちづくりフォーラムを四日市港で開催！ 
～「みなと」の魅力を活かして人が集うまちへ～ 

 

 
  

１．開催日時・場所 
日  時：平成 30 年 12 月 13 日（木） 14:30～16:30 

場  所：四日市商工会議所（三重県四日市市諏訪町 2-5） 

主 催 者：第 14 回美しい中部のみなとまちづくりフォーラム実行委員会 

   内  容： 

① 基調講演「観光振興のあり方とみなとまちづくり」 
         講 演 者：一般財団法人みなと総合研究財団専務理事 丸山 隆英 

② パネルディスカッション「みなとの資源を活かした賑わい創出に向けて」 
         パネリスト：一般財団法人みなと総合研究財団専務理事 丸山 隆英 

               四日市商工会議所会頭          種橋 潤治 

                             四日市市副市長             藤井 信雄 

               NPO 法人伊勢湾フォーラム理事長           品川  誠 

        モデレーター：都市環境ゼミナール会長         伊藤 達雄 
 

２．添付資料 
みなとまちづくりフォーラム リーフレット 

 

３．取 材 
・取材を希望される方は別紙により 12 月 12 日（水）12 時までに FAX にて申し込 

みをお願い致します。 

・カメラ等撮影は、自由です。なお、取材の際は、報道機関名がわかる取材者証 

（腕章）等の着用をお願い致します。 

 

４．配布先 
中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、名古屋港記者クラブ、 

三重県政記者クラブ、四日市市政記者クラブ、四日市港湾記者クラブ、港湾新聞社、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞社、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

 

５．問い合わせ先 
国土交通省中部地方整備局 港湾空港部 港湾計画課 

課長補佐 西尾（にしお） 係長 對木（ついき） 

TEL：052-209-6323 FAX：052-203-9739  

12 月 13 日（木）に、みなとまちづくりフォーラムを開催します。 
近年、工場夜景や港湾景観などの、新たな観光資源で注目されている四日市港に 

おいて、みなとの観光資源を活用した賑わい創出、中心市街地と連携したみなとまち
づくりを考えます。 

 



（別紙） 

国土交通省 中部地方整備局 港湾計画課 宛 

ＦＡＸ送信先：（052）203－9739 

 

取材申込表 
※取材をご希望の場合は、本紙に必要事項をご記入の上、 
12 月 12 日（水）12 時までに FAX にて申し込みをお願いします。 
 

会社名及び部署名 
会社名：                

部署名：                

 
取材者 

※同行者がいる場合は人数を

ご記入ください 

代表者氏名：              

役職：              

         他（   ）名 

連絡先 

   TEL：（    ）    －      

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：                 

（任意） 
 

申込締め切り：平成 30 年 12 月 12 日（水） 12：00 必着 

 



【お問合せ先】国土交通省中部地方整備局港湾空港部港湾計画課
TEL ： 052-209-6323 E-mail：pa.cbr-mmf@mlit.go.jp

平成30年 12月 13日（木）
14：30 ～ 16：30

場所 ： 四日市商工会議所 １Ｆホール
（三重県四日市市諏訪町2-5）

参加費無料/事前申込制
（定員100名程度）

伊勢湾地域の海陸交通の要衝として、
古くから地域の産業・経済発展に大きく
貢献してきた四日市港。近年では工場夜
景や港湾景観が新たな観光資源として注
目されています。
これら多彩なみなとの観光資源を活用

した賑わい創出、中心市街地と連携した
みなとまちづくりを考えます。
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主催：第１４回美しい中部のみなとまちづくりフォーラム実行委員会
（構成員：国土交通省中部地方整備局、四日市市、四日市港管理組合、四日市商工会議所、四日市港振興会、都市環境ゼミナール）



会場周辺案内図

みなとまちづくりフォーラム 参加申込書（受付締切：12月12日（水）12：00）
FAX：052-203-9739 又は E-mail：pa.cbr-mmf@mlit.go.jp

◆参加をご希望の方は必要事項をご記入のうえ、FAX：052-203-9739（中部地方整備局港湾計画課）までお申し込み下さい。
メールにてお申し込みされる方は、①〔住所（市区町村まで）〕②〔事業所・団体名〕③〔参加者氏名〕④〔電話番号〕をご記入の上、

pa.cbr-mmf＠mlit.go.jp までお送り下さい。

※お預かりした情報は、当シンポジウムの運営のみに使用します。

②事業所・団体名 ※個人でお申し込みの場合は記入不要です。

③参加者氏名（全員分又は参加人数／フリガナ）

④電話番号

⑤ＦＡＸ番号 又は メールアドレス

①住所（市区町村まで）

■フォーラム会場
会場名 ：四日市商工会議所

住 所 ：三重県四日市市諏訪町2-5
アクセス：近鉄四日市駅から徒歩７分、

JR四日市駅から徒歩10分

※注意事項
参加者用の駐車場の用意はございません
車でお越しの際は周辺の有料駐車場をご利用ください

プログラム

■基調講演

テーマ：観光振興のあり方とみなとまちづくり

【講演者】

丸山 隆英 （一般財団法人 みなと総合研究財団 専務理事）

■パネルディスカッション

テーマ：みなとの資源を活かした賑わい創出に向けて

【パネリスト】

丸山 隆英 （一般財団法人 みなと総合研究財団 専務理事）

種橋 潤治 （四日市商工会議所 会頭）

藤井 信雄 （四日市市 副市長）

品川 誠 （NPO法人 伊勢湾フォーラム 理事長）

【モデレーター】

伊藤 達雄 （都市環境ゼミナール会長）

写真

写真

写真

写真

写真

丸山 隆英 一般財団法人 みなと総合研究財団 専務理事

種橋 潤治 四日市商工会議所 会頭

藤井 信雄 四日市市 副市長

品川 誠 NPO法人 伊勢湾フォーラム 理事長

伊藤 達雄 都市環境ゼミナール会長

1932年生まれ。1962年東京教育大学（現筑波大）大学院理学研究科博士課程修了、理学博士。三重大学教
授、シカゴ大学招聘教授、三重大学人文学部長、四日市大学教授、名古屋産業大学学長を経て、現在、三
重大学名誉教授、名古屋産業大学名誉学長、愛知工業大学客員教授。専門は都市地理学、地域経済学、地
域政策論、環境政策論など。

2018.12.3

1950年生まれ。1973年名古屋大学経済学部を卒業後、同年株式会社住友銀行入行。株式会社三井住友銀行代表取
締役兼専務執行役員兼株式会社三井住友フィナンシャルグループ取締役等を歴任後、2009年株式会社三重銀行
取締役頭取（代表取締役）、2015年に同行取締役会長（代表取締役）（現在に至る）。2018年に株式会社三十三
フィナンシャルグループ取締役（現在に至る）。2013年に四日市商工会議所副会頭、2016年より現職。

1961年生まれ。1985年北海道大学大学院工学研究科土木工学専攻修了後、同年運輸省採用。日本政策投資
銀行地域企画部参事役、広島県土木局空港港湾部長等を歴任。2013年に国土交通省四国地方整備局次長、
2014年に国土交通省中国地方整備局副局長、2015年に国土交通省中国地方整備局長を歴任し、2017年7月
に退官。退官後、一般財団法人みなと総合研究財団研究監、2018年7月より現職。

1943年生まれ。1966年静岡大学工学部（流体制御専攻）卒業。九州芸術工科大学研究員(空間計画)、一級
建築士。現在、名古屋造形大学名誉教授。1984年 名古屋港ワールドインポートフェア会場企画。1987年
中国江蘇省招聘によりヨットにて上海港～揚子江～南京市～東支那海～半田港を航海。1991年ベネツィア
～アテネ～フィレンツェ周航、2004年NPO法人伊勢湾フォーラム設立メンバー、2015年より理事長。

1953年生まれ。1977年横浜国立大学経済学部を卒業後、同年四日市市役所入庁。商工課長、市民文化部
次長兼市民文化課長、四日市港管理組合 経営企画部次長を経て、2009年4月より2014年3月まで政策推進
部長、2014年4月より政策推進部理事（常勤再任用）、2015年4月より現職。内閣府地域活性化伝道師。


	181206記者発表（みなとまちづくりフォーラム）
	1203第4版_20181213第14回みなとまちづくりフォーラムリーフレット(四日市) 
	スライド番号 1
	スライド番号 2


